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今月号の主な内容

写真は上御糸小学校児童の水生生物調査（むらおこし・かみみいと主催）の様子
【詳しくは本紙4頁をご覧ください】

●まちの話題：知事と町長の1対1対談ほか…………………2P～
●まちの話題：老人クラブ連合会ミニ運動会ほか……………3P～
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………8P～
●お知らせ：各種スポーツ教室参加者募集ほか………………13P
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………16P

年

月号8
2013

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

８月１日（木）～
８月８日（木）

８月８日（木）～
８月１５日（木）

●明和ニュース：①大淀ぎおん祭と花火大会、
　　　　　　　②人権センター夕涼み会、ほか
●明 和 コ ラム：三重県知事と明和町長との１対１対談
●特　　　　集：平成２５年度 明和町老人クラブ連合会「ミニ運動会」

明和ニュース総集編（５月～８月）

８月１５日（木）～
８月２２日（木）

●明和ニュース：①展示「よみがえる坂本古墳群」、
　　　　　　　②志貴の精霊相撲、ほか
●明 和 コ ラム：シリーズまちかど博物館「クラシックカメラ博物館」
●特　　　　集：大淀ぎおん祭と花火大会

●明和ニュース：①災害時の相互応援協定の締結、
　　　　　　　②中村の安産祈祷相撲、ほか
●明 和 コ ラム：南海地震津波絵本「シロのないた海」※大紀町制作
●特　　　　集：町長定例記者会見

８月２２日（木）～
８月２９日（木）

８月２９日（木）～
９月５日（木）

●明和ニュース：①みいとフェスタ相撲大会・納涼大会、
　　　　　　　②中央公民館子どもチャレンジ教室 トールペイント、ほか
●明 和 コ ラム：斎王が振り返る第３１回斎王まつり
●特　　　　集：第３１回斎王まつり
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈8月1日（木）～9月5日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



長
年
に
わ
た
り
、
教
育
の
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た
山
中
　
貢
さ
ん

（
大
淀
甲
）
に
「
高
齢
者
叙
勲
」

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）
が
、

７
月
１
日
、
町
長
よ
り
伝
達
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

山
中
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
、
大

淀
町
国
民
学
校
に
赴
任
後
、
旧
三

和
中
学
校
・
明
和
中
学
校
教
諭
、

下
御
糸
小
学
校
教
頭
、
県
教
育
委

員
会
事
務
局
勤
務
を
経
て
、
旧
荻

原
中
学
校
長
、
県
松
阪
教
育
事
務

所
長
を
歴
任
。
昭
和
61
年
３
月
、

明
和
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 山

中
　
貢
さ
ん
に

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）町長から伝達を受けた山中　貢さん

６
月
21
日
、
三
重
県
の
鈴
木
英

敬
知
事
が
明
和
町
を
訪
れ
、
中
井

町
長
と
の
「
一
対
一
対
談
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
対
談
は
、
県
内
各
市
町
の

具
体
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て

知
事
が
各
市
町
に
出
向
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
携
強
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
本
年
度
が
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
の
午
後
、
鈴
木
知
事
は

伊
勢
街
道
（
県
道
伊
勢
小
俣
松
阪

【
知
事
と
町
長
の
一
対
一
対
談
】

　
伊
勢
街
道
の
景
観
整
備
や

　
河
川
堤
防
の
早
期
改
修
な
ど
を
要
望

線
）
の
斎
宮
地
内
の
状
況
を
見
学

し
た
後
、
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体

験
館
で
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

対
談
で
は
地
元
の
皆
さ
ん
も
見

守
る
な
か
、
中
井
町
長
が
「
伊
勢

街
道
の
景
観
整
備
に
つ
い
て
、
景

観
の
整
備
と
と
も
に
地
元
住
民
へ

の
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
の
た

め
街
道
整
備
の
事
業
化
を
お
願
い

し
た
い
。」
な
ど
と
発
言
し
た
の

に
対
し
て
、
鈴
木
知
事
は
「
平
成

19
年
度
か
ら
21
年
度
に
こ
の
地
域

の
整
備
を
行
っ
た
が
、

こ
の
事
業
を
使
っ
て
再

度
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
町
の
意
向
も
十
分

理
解
で
き
る
が
、
に
わ

か
に
で
き
る
事
業
が
な

い
た
め
、
少
し
時
間
を

い
た
だ
い
て
検
討
し
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
河
川
堤

防
等
の
早
期
改
修
要
望

や
公
共
施
設
の
地
震
対

策
、
観
光
の
振
興
に
つ

い
て
相
互
の
意
見
交
換

と
県
へ
の
要
望
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

写真は左から中井町長、髙沖松阪地域防災総合事務所長、鈴木知事

まちの話題
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

明
和
町
で
も
、
保
護
司
会
や
町

更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
あ

い
さ
つ
運
動
や
啓
発
活
動
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
参
加
活
動
な
ど
、

各
種
地
域
活
動
を
幅
広
く
展
開
し

て
い
ま
す
。

６
月
24
日
、
多
気
郡
保
護
司
会

（
中
森
一
秀
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
明

和
町
役
場
を
訪
れ
「
第
63
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
へ
の
協
力

に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
か
ら
の
書

状
を
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
7
月
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
」
を
前
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
更
生
保
護
へ
の

理
解
と
参
加
を
求
め
た
も
の
で
す
。

強
調
月
間
中
は
、
公
共
施
設
等

へ
の
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕

【
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し  

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
】

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
の
７
月  

町
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
展
開

設
置
を
は
じ
め
、
7
月
1
日
の
朝

は
近
鉄
明
星
駅
、
2
日
の
朝
は
近

鉄
斎
宮
駅
で
、
6
日
に
は
大
淀
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
安
全
祈
願

祭
会
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
保
護
司
会
、

明
和
町
更
生
保
護
女
性
の
会
、
各

地
区
代
表
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
な

ど
が
参
加
し
、
各
種
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

明
和
町
の
保
護
司
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。�

（
順
不
同
）

野
畑
久
子
さ
ん
（
金
剛
坂
）、

田
端
好
司
さ
ん
（
中
海
）、
岸
江

輝
雄
さ
ん
（
明
星
）、
吉
田
は

子
さ
ん
（
斎
宮
）、
松
平
信
孝
さ

ん（
新
茶
屋
）、大
⻆
伸
子
さ
ん（
山

大
淀
）、
北
岡
　
泰
さ
ん
（
上
野
）、

小
林
　
邦
久
さ
ん
（
志
貴
）

法務大臣の書状を町長に伝達する多気郡保
護司会の皆さん
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

情報提供を呼びかけました

「
北
山
結
子
さ
ん
に
関
す
る
情
報
提
供
を
！
」

６
月
13
日
、
松
阪
警
察
署
や
行

政
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
駅
や
商

業
施
設
な
ど
町
内
3
箇
所
に
分
か

れ
、
北
山
結
子
さ
ん
に
関
す
る
情

報
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

北
山
さ
ん
は
平
成
９
年
６
月
13

日
に
自
転
車
で
出
か
け
た
ま
ま
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
山
結
子
さ
ん
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
松
阪
警
察
署

（
☎
０
５
９
８
・
53
・
０
１
１
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７
月
６
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
大

淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
無
事

故
と
安
全
を
願
う
「
安
全
祈
願
祭

（
明
和
町
観
光
協
会
主
催
）」
が
、

同
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。安

全
祈
願
祭
に
は
、
明
和
町
消

防
団
や
関
係
自
治
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
本
年
の
斎
王
ま
つ
り
で

斎
王
役
を
務
め
た
古
川
み
ゆ
き
さ

ん
（
四
日
市
市
）
な
ど
約
50 

人

が
出
席
し
、
全
員
で
キ
ャ
ン
プ
場

の
無
事
故
と
海
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
家
族

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
祈
願
祭

【
宝
探
し
や
餅
ま
き
も
】

連
れ
な
ど
約
４
５
０
人
が
訪
れ
、

式
典
の
後
、
業
平
夢
太
鼓
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
披
露
や
宝
探
し
、
餅
ま

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

餅まきの様子

まちの話題
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）

　
ミ
ニ
運
動
会
は
、
終
始
わ
き
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
行

わ
れ
、
全
て
の
競
技
の
結
果
、
明

星
地
区
が
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

10
人
の
代
表
ラ
ン
ナ
ー
が
優
勝
目

指
し
て
ト
ラ
ッ
ク
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

玉入れ競技の様子

　
６
月
21
日
、
明
和
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
よ
る
ミ
ニ
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館
に

は
、
５
つ
の
地
区
か
ら
お
よ
そ
５

５
０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ス

ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
昨
年
優
勝
し
た
明

星
地
区
を
代
表
し
て
、
徳
田
正
彦

さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
た

後
、
玉
入
れ
や
大
玉
転
が
し
、
買

い
物
競
争
な
ど
９
種
類
の
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
最
後
に
は
、
地
区
対
抗

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
各
地
区
男
女

ミ
ニ
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ゴーゴーはつらつ体操の様子

介護予防体操のＤＶＤを
制作しました

　明和町地域包括支援センターでは、介護予防に

役立つ動きを取り入れた DVD「ゴーゴーはつらつ

体操」を制作しました。

　この名前は本年度が町制 55 周年の「ゴーゴー」

と介護予防事業の「はつらつ教室」とあわせて名

づけられたものです。

　体操のＤＶＤをご希望の方には、明和町保健福

祉センターにおいて実費（100 円）で販売してい

ます。

※�詳しくは明和町地域包括支援センター（☎ 52・

7127）へお問い合わせください。

ゴーゴーはつらつ体操 DVD
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剣
道
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

7
月
3
日
、剣
道
で
純
和
会
（
奥

田
晶
貴
さ
ん
、
高
山
千
晴
さ
ん
、

江
崎
智
也
さ
ん
）
が
7
月
30
日
か

ら
31
日
に
開
催
さ
れ
る
第
48
回
全

国
道
場
少
年
剣
道
大
会
小
学
生
団

体
の
部
（
東
京
都
）
に
出
場
す
る

た
め
、
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
旭
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

の
推
薦
に
よ
り
、
8
月
10
日
か
ら

12
日
に
開
催
さ
れ
る
第
８
回
び
わ

こ
オ
ー
プ
ン
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
滋
賀
県
）
へ
出

場
、
明
和
ク
ラ
ブ
は
第
34
回
全
日

本
ク
ラ
ブ
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
（
岐
阜
県
）
に
出
場
す

る
た
め
、
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

～
ご
紹
介
し
ま
す
～

　
全
国
大
会
な
ど
出
場
の
皆
さ
ん

テ
ニ
ス
で

7
月
8
日
、副
田
温
斗
さ
ん
（
斎

宮
小
学
校
・
６
年
）
が
7
月
28
日

か
ら
30
日
に
開
催
さ
れ
る
第
31
回

全
国
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
東
京
都
）
に
出
場
す
る
た
め
、

役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
重
県
テ
ニ
ス
協
会
の

推
薦
を
受
け
て
、
8
月
17
日
か
ら

23
日
に
開
催
さ
れ
る
第
９
回
グ
ラ

ス
ホ
パ
ー
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

in
佐
賀
大
会
に
も
出
場
さ
れ
ま
す
。

旭スポーツ少年団、明和クラブ、純和会の皆さん

副田温斗さん

まちの話題・くらし
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）

祓川で水生生物調査
　６月 28 日、祓川須田橋付近広場でむらおこし・かみみいと主催による水生生物調査がおこなわれました。

　当日の午前中には、役員の皆さんら約 30 人が会場の草刈りや川の中のゴミ拾いなどを行いました。

　午後には上御糸小学校４年生（33 人）も到着し、むらおこし・かみみいと代表の南野光輝さんのあいさつの後、

副代表の西井勝美さんから生物調査についての説明を受けていました。

　その後、児童らは川の中に入って、ヤゴ（トンボの幼虫）やスジエビなどいろいろな種類の生物をつかまえて生

物調査を行っていました。

説明を熱心に聞いていましたいろいろな生物を発見

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は

次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き

を
除
く
）。

■
町
県
民
税
＝
第
２
期
分
、
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各

第
５
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
＝
第
２
期
分

■
納
期
限
＝
９
月
２
日（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
８
月
27
日

（
火
）に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時
　
８
月
12
日（
月
）、
８
月

27
日（
火
）、
各
日
と
も
午
後
５
時

15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
８
月
４
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日

と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付

◇
　
　
　
　 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時

に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ

し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が
予

想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び

掛
け
る
た
め
に
、
新
た
に
「
特
別

警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警

報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
「
東
日

本
大
震
災
」、
紀
伊
半
島
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
23

年
台
風
第
12
号
」
の
豪
雨
、
我
が

国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記

録
し
た
「
伊
勢
湾
台

風
」
の
高
潮
等
が
該

当
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
出
た

場
合
、
お
住
ま
い
の
地

域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
等
に

留
意
し
、
た
だ
ち
に
命

を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
雨
等
の

被
害
を
防
ぐ
に
は
、

８
月
末
頃
か
ら
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始
し
ま
す

時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意

報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報

を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の

命
を
守
り
ま
す
。

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp://w

w
w
.jm
a.g
o.jp/jm

a/

k
ish
o
u
/k
n
o
w
/to
k
u
b
e
tsu
-

keiho/in
dex
.htm

l

詳
し
く
は
、
気
象
庁
　
津
地
方

気

象

台

防

災

業

務

課
（

☎

０
５
９
・
２
２
８
・
６
８
１
８
）
ま

た
は
防
災
企
画
課
（
☎

52
・

７
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

明和町観光大使  大募集 !!

≪明和町観光大使募集要項≫

○応募資格　�明和町に愛着を持ち、「明和町をＰＲしたい !!」という気持ちをお持ちの方で、

応募時点で18歳以上の人（高校生を除く）が対象です。明和町にゆかりのある

方であれば、町外にお住まいの方でも結構です。また、自薦他薦は問いません。

○任　　期　�観光大使になられた日から2年とします。ただし、申し出がなければ自動的に

更新いたします。

○報　　酬　報酬は支給しません（名刺、証明書などを提供）。

○応募方法　�応募用紙に必要事項を記入し、明和町斎宮跡・文化観光課まで郵送・Eメール、

持参のいずれかにより応募してください。（応募用紙は明和町役場2階　斎宮

跡・文化観光課のカウンターに備え付けのほか、明和町のホームページから

も入手できます）

○募集期間　平成25年8月1日から随時募集いたします。

【お問合せ先】　〒515-0332　三重県多気郡明和町大字馬之上945

　　　　　　　明和町斎宮跡・文化観光課　文化観光係

　　　　　　　☎0596-52-7138　 FAX0596-52-7133

　　　　　　　 saikuuato@town.mie-meiwa.lg.jp　 http://www.town.meiwa.mie.jp/

斎宮跡 1/10 史跡全体模型

斎王まつり

　明和町では、全国に誇る歴史的文化遺産、自然、物産等の観光資源を広く周知し、観光客の

誘致その他観光振興を図るため、「明和町観光大使」を設置します。

　観光大使になられた方には、ご自身のできる範囲で明和町の魅力や情報を発信していただき

ます。

　観光大使といっても特別難しいことを行っていただくのではなく、お仕事や旅行先などで「斎

王まつりという大きなお祭りがあるよ」とか「伊勢神宮と深い関係のある町なんだよ」などと

いった簡単な一言で明和町を PRしていただければ結構です。

　明和町が大好きな方や明和町の魅力をたくさんの方々に伝えたいという思いをお持ちの方な

ど、たくさんの方のご応募をお待ちしています。

明和町マスコットキ

ャラクター「めい姫」

くらし
広報めいわ            ８月号平成25 年

(2013 年 )
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

一
人
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
「
医

療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
」

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

各
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
保
育
園
（
所
）・
幼

稚
園
・
学
校
等
で
の
事
由
に
よ
る

負
傷
等
の
医
療
費
で
、
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
等
か
ら
医
療
費
の
給
付
を
受
け

た
場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
年
の
所
得
が
下

表
の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合
も
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
子
ど
も
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者
　
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）

〔
障
が
い
者
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
②
知

的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
Ｂ
２
以

上
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
70
以
下
の
人
、
③

精
神
障
が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が

１
級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

〔
一
人
親
等
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者
　
①
18
歳
年
度
末
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
お
よ
び
児

童
、
②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度

末
ま
で
の
児
童

■
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場

合
　
受
診
す
る
病
院
等
の
窓
口
に
、

医
療
費
受
給
資
格
証
と
加
入
医
療

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
者
の
人
は
、
受
給
資
格
証

は
交
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
保
険
証
の
み
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
た
場
合
　
受
診
し
た

病
院
等
の
保
険
診
療
明
細
が

記
載
さ
れ
た
領
収
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
福
祉
子
育

て
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ル
セ
ッ
ト
等
療
養
費
給

付
を
受
け
た
場
合
　
受
診
し

た
病
院
等
の
意
見
書
・
装
具

装
着
証
明
書
・
装
具
の
領
収

書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

福
祉
子
育
て
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
医
療
保
険
や
届
出
事
項
変

医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
場
合

こ
ん
な
と
き
は

手
続
き
を

 

医
療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
を
助
成
し
ま
す

■福祉医療費助成制度　所得制限限度額（子ども医療費は 9月 1日からの適用）

扶養親族
などの人数
（税法上）

子ども医療費 障がい者医療費 一人親家庭等医療費

保護者所得額 本人所得額
配 偶 者 お よ び
扶養義務者所得額

本人所得額
扶養義務者
所　得　額

０人 622万円 360.4万円 628.7万円 192万円 236万円

１人 660万円 398.4万円 653.6万円 230万円 274万円

２人 698万円 436.4万円 674.9万円 268万円 312万円

３人 736万円 474.4万円 696.2万円 306万円 350万円

４人 774万円 512.4万円 717.5万円 344万円 388万円

５人 812万円 550.4万円 738.8万円 382万円 426万円

加　算　額

老人扶養者１人につき
６万円加算

①老人扶養者１人につ
き 10 万円加算

②特定扶養者１人につ
き 25 万円加算

老人扶養者１人につき
６万円加算

①老人扶養者１人につ
き 10 万円加算

②特定扶養者１人につ
き 25 万円加算

老人扶養者１人につき
６万円加算

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

更
の
と
き
　
加
入
医
療
保
険
、
ま

た
は
住
所
・
氏
名
・
振
込
先
金
融

機
関
等
の
届
出
事
項
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
手
続

き
の
際
は
、受
給
資
格
証
と
認
印
、

住
所
・
氏
名
以
外
の
変
更
の
場
合

は
、
新
し
い
保
険
証
の
写
し
（
明

和
町
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
不

要
）
や
通
帳
等
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格
喪
失
の
と
き
　
転
出

や
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

失
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
受

給
資
格
証
の
返
還
と
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
は
、
認
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
有
無
等
、
各
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
福

祉
子
育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
「
平
成
25
年
度
敬
老
福
祉
大
会
」

を
、
10
月
６
日
（
日
）、
町
総
合

体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
町
制
55
周
年
記
念
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
計
画
し
て
い
ま

す
。大

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
９

月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
案
内
状
（
往
復
は

が
き
）
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。参

加
さ
れ
る
人
は
、
返
信
は
が

き
部
分
の
参
加
申
込
書
を
切
り
取

っ
て
、
９
月
９
日
（
月
）
ま
で
に
、

郵
送
（
切
手
不
要
）
等
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
参
加

敬
老
福
祉
大
会

　
本
年
度
は
10
月
６
日
に
開
催

【
長
寿
健
康
課
】

の
場
合
は
、
返
信
な
ど
の
連
絡
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
69
歳
以
下
で
老
人
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
大
会
参
加
の
取
り
ま
め

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢

者
福
祉
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

■
明
和
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
明
和
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
明
和
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例■
平
成
25
年
度
　
農
管
工
―
１
　

農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
）
管
路
施
設
工
事
　

前
野
（
幹
）
工
区
請
負
契
約

■
平
成
25
年
度
　
農
管
工
―
２
　

農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
）
管
路
施
設
工
事
　

下
尾
・
東
行
部
（
幹
）
工
区
請
負

契
約

■
平
成
25
年
度
　
農
管
工
―
３
　

農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
）
管
路
施
設
工
事
　

中
海
（
集
）
工
区
請
負
契
約

■
平
成
25
年
度
　
農
管
工
―
８
　

農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
）
真
空
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
機
械
・
電
気
設
備
工
事
請
負
契

約【発
　
議
】

■
風
疹
の
予
防
接
種
費
用
に
公
費

助
成
を
求
め
る
意
見
書

　
平
成
25
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
９
０
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
77
億
７
４
０
０
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
３
３
４
万
９
千
円
増

額
　
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
ほ
か
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
１
６
２
６
万
３
千
円

増
額
　
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
ほ
か
増

額
な
ど

■
衛
生
費
＝
２
２
１
万
７
千
円
増

額
　
臨
時
職
員
賃
金
の
増
額
な
ど

一

般

会

計

の

補

正

■
農
林
水
産
業
費
＝
５
２
０
万
１

千
円
増
額
　
団
体
営
た
め
池
等
整

備
事
業
の
増
額
な
ど

■
土
木
費
＝
３
３
４
万
６
千
円
増

額
　
測
量
設
計
等
業
務
委
託
料
の

増
額
な
ど

■
消
防
費
＝
90
万
円
増
額
　
消
防

団
員
福
祉
共
済
分
担
金
の
増
額
な

ど■
教
育
費
＝
９
７
７
２
万
４
千
円

増
額
　（
仮
）
明
星
子
ど
も
園
事

業
施
設
用
地
購
入
費
、
一
般
文
化

財
発
掘
調
査
受
託
事
業
作
業
員
賃

金
の
増
額
な
ど

◇
　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
県
支

出
金
１
２
７
５
万
４
千
円
、
繰
入

金
24
万
７
千
円
、
繰
越
金
９
７
１

９
万
９
千
円
、
諸
収
入
１
７
８
０

万
円
、
町
債
１
０
０
万
円
（
い
ず

れ
も
増
額
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
歳
出
・
支

出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝ 

４
０
４
万
９
千
円
増
額
（
総
額
３

億
７
４
３
４
万
９
千
円
）
一
般
職

共
済
組
合
負
担
金
な
ど

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
＝
49
万
６
千
円
増
額
（
総
額
12

億
９
３
４
９
万
６
千
円
）
普
通
旅

費
な
ど

■
水
道
事
業
特
別
会
計
＝
収
益
的

支
出
１
３
１
９
万
９
千
円
増
額

（
総
額
３
億
７
２
１
９
万
９
千
円
）

（
仮
）
明
星
こ
ど
も
園
排
水
管
布

設
工
事

　
各
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
可

決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

特
別
・
事
業
会
計
の
補
正

そ
の
ほ
か
の
同
意
・
承
認
・

報
告
・
議
案
・
発
議

【
同
　
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

【
承
　
認
】

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
明
和
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

【
報
　
告
】

■
平
成
24
年
度
土
地
改
良
区
補
助

（
団
体
営
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備

促
進
事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
24
年
度
下
御
糸
漁
港
地
域

水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業
繰
越

明
許
費
計
算
書

■
平
成
24
年
度
下
御
糸
漁
港
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
繰
越

明
許
費
計
算
書

■
平
成
24
年
度
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書■
平
成
24
年
度
防
火
水
槽
新
設
工

事
繰
越
明
許
費
計
算
書

【
議
　
案
】

■
伊
勢
市
と
明
和
町
と
の
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

■
明
和
町
と
松
阪
市
と
の
間
に
お

け
る
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関

す
る
審
査
判
定
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約
変
更
に
係
る
協
議
に
つ

い
て

■
明
和
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
制
定

■
明
和
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

平
成
25
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
11
日
か
ら
14
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
、

団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業
増
額
な
ど
）
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
・
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
平
成
24
年
度
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書
の
報

告
な
ど
を
審
議
し
、
24
案
件
（
同
意
1
件
、
承
認
1
件
、
報
告
5
件
、

議
案
16
件
、
発
議
1
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年 

第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
24
案
件

を
審
議
・
可
決
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１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）
８

月
９
日
に
、
先
住
民
が
抱
え
る
人

権
・
環
境
・
教
育
な
ど
の
問
題
に

関
し
、
国
際
連
合
の
先
住
民
に
関

す
る
第
１
回
作
業
部
会
が
開
催
さ

れ
た
日
を
記
念
し
て
、
１
９
９
４

年
（
平
成
６
年
）
12
月
の
国
連
総

会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
の
先
住
民
族
は
約
５
千
。

そ
の
総
人
口
は
３
億
人
以
上
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
先

住
民
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
い
ま
す
。

日
本
で
も
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
民
族

■
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

■
講
師
　
藤
原
己
智
子
さ
ん

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
は
さ
み

■
申
し
込
み
期
間
　
８
月
20
日

（
火
）
～
23
日
（
金
）

　
夏
休
み
に
点
字
の
体
験
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
点
字
の
基
本
を
学
び
、
絵
本
の

点
訳
を
し
ま
す
。

　
９
月
に
は
、
ち
ょ
っ
と
成
長
し

た
あ
な
た
に
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
！

■
日
時

　
８
月
５
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
８
月
６
日
（
火
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
人

■
講
師
　
明
和
町
点
字
サ
ー
ク
ル

　
長
谷
川
美
代
子
さ
ん
、
阪
井
琴

代
さ
ん
、
深
瀬
久
美
子
さ
ん

点
字
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
申
込
み
期
間
　
７
月
30
日（
火
）

～
８
月
２
日
（
金
）

　
秋
の
草
花
や
景
色
を
描
い
た
い

く
つ
か
の
型
紙
か
ら
、
あ
な
た
の

好
き
な
一
枚
を
お
作
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
26
日
（
月
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時

■
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

■
講
師
　
山
中
師
之
さ
ん

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
新
聞
紙

■
申
し
込
み
期
間
　
８
月
20
日

（
火
）
～
23
日
（
金
）

　
畳
表
に
使
う
イ
グ
サ
を
使
っ

て
、
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
秋
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
と
季
節

に
合
わ
せ
て
飾
り
を
追
加
す
る

と
、
長
い
期
間
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
12
日
（
木
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
　
　

伊
勢
型
紙
で
秋
を
彩
り
ま

し
ょ
う
！

イ
グ
サ
で
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

人
権
セ
ン
タ
ー
楽
し
い
手
作
り
教
室

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

※
各
講
座
と
も
申
込
み
期
間
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
、
ま

た
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人
権

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
一
人
の
申
し
込
み
に
つ
き
お

ひ
と
り
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
８
月
９
日
は
「
世
界
の
先
住
民

の
国
際
デ
ー
」
で
す
。

今
月
の
人
権
ニ
ュ
ー
ス

【ひとまちふれあい企画】

第８回京都人権・歴史紀行の
参加者を募集

　京都の人権ゆかりの名所旧跡を案内したガイドブック「京

都人権歴史紀行」から、今年は洛北を訪ねます。名跡の裏

に隠れたもう一つの歴史が浮かび上がります。応仁の乱を

はじめ幾多の戦役にも難を逃れた旧京都市内で最古の国宝

建造物の本堂をもつ千本釈迦堂などのフィールドワークを

します。昼食は立命館大学学生食堂で自由昼食とします。

　午後は、芸術大学卒業の若手陶芸作家さんたちの指導を

受けながら、電動ろくろによる陶芸体験を楽しみます

◆日　時　

　第1回　8月30日（金）午前7時出発　帰着午後7時30分予定

　第2回　9月  5日（木）午前7時出発　帰着午後7時30分予定

◆行き先と内容　千本釈迦堂、北野天満宮、立命館平和ミ

ュージアム、陶芸体験　ほか

◆定　員　各回40人（先着順）なお各回18人に達しない場合

は、30日（金）のみの開催とします。

◆対象者　町内在住の20歳以上の人

◆参加費　4,500円（体験料（1,500円）、拝観料、保険料含む　

昼食代金は自己負担）

◆申し込み期間　8月6日（火）～9日（金）午前9時～午後5時

※申し込みは、一人の申し込みにつき二人分の参加を受け

付けます。

くらし
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

町
長
日
曜
座
談
会  

８
月
11
日
・
９
月
15
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
と
９
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
８
月
11
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
５

日（
月
）、
②
９
月
15
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
９
月
９

日（
月
）　
■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人

は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日

時
　
８
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ            ８月号平成25 年

(2013 年 )

が
先
住
民
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
土
地
を
奪

わ
れ
、
差
別
や
貧
困
な
ど
に
苦
し

む
民
族
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
世
界
の
先
住
民
族
の
国
際

デ
ー
」
は
、
私
た
ち
の
関
心
を
先

住
民
族
の
人
々
に
向
け
、
先
住
民

族
の
人
々
に
敬
意
を
表
す
日
で

す
。
先
住
民
族
の
人
々
の
権
利
を

保
護
し
て
い
く
た
め
に
何
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え

る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　　
離
職
者
等
を
対
象
に
、
就
労
支
援

と
福
祉
人
材
の
確
保
を
目
的
と
し
た

研
修
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
　
9
月
17
日
～
11
月
15
日

■
受
講
場
所
　
三
重
県
社
会
福
祉

会
館
（
津
市
桜
橋
）
ほ
か

■
応
募
要
件
　
三
重
県
に
住
民
登

録
し
て
い
る
満
65
歳
未
満
の
人

■
募
集
定
員
　
40
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

■
募
集
期
間
　
8
月
1
日
～
30
日

（
必
着
）

■
受
講
料
　
無
料
（
但
し
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
一
部
自
己
負
担
有
り
）

　
詳
し
く
は
、
三
重
県
社
会
福
祉
協

議

会（

☎

０

５

９
・
２

２

７
・

５
１
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

の
受
講
生
募
集

　
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
所

や
幼
稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を
通

じ
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て
な

ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で

す
。
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種

行
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
よ
う
！

■
日
時
　
８
月
１
日
（
木
）
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
お
は
な
し
会

■
日
時
　
８
月
８
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
、
予
約
不
要

◎
栄
養
相
談

■
日
時
　
８
月
９
日
（
金
）
午
前

11
時
～
正
午

■
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
赤
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ
～
!!

■
日
時
　
８
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時

未
就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

■
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

■
日
時
　
８
月
23
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
　
20
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

■
持
ち
物
　
水
着
（
水
遊
び
用
紙

パ
ン
ツ
可
）、
タ
オ
ル

※
天
候
や
気
温
に
よ
っ
て
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
ク
ラ

ブ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、

 http://w
w
w
.

toy
otsu
jid
ou
.com

）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
＝
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

■
所
在
地
＝
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮

３
５
３
５
―
１
）
２
階

■
開
所
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と
祝

日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

9



明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
・
流

動
化
の
促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、次
に
該
当
す
る
人
は
、

町
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
持
っ
て
い
る
人
、
②

だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が
相

手
が
見
つ
か
ら
な
い
人
、
③
だ
れ

か
に
農
作
業
の
委
託
を
依
頼
し
た

い
人
、
④
離
農
す
る
人

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

め
切
り
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
10
月
末
公
告
分
　
平
成
25
年
８

月
30
日
（
金
）
ま
で

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進
】

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

貸
し
借
り
の
申
出
書
は 

８
月
30
日
ま
で
に

農業委員会

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127

◎支援等内容のご案内
■利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、その家

族・支援関係者

■支援等の内容　①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の相

談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手

続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワーク、

特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネットワー

クづくり等  

■場所　保健福祉センター内　明和町障がい者生活支援

センター

■開設日時　月〜金曜日（祝日を除く）、午前８時30分〜

午後５時15分

◎今月もここトークを開催します
明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪では、次の

とおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どうぞお

気軽にご参加ください。

■日時と場所　８月７日（水）　午後1時30分～3時、Cafe

「茶々」（ありんこ内）

■対象　障がいのある人、その家族や支援者

■内容　７月６日（土）開催しました学習会の中から、もっ

と知りたい、深めたい話題を提供したいと思います。

決まり次第、明和町と明和

町社会福祉協議会のホーム

ページに掲載します。

■参加申込期限　８月２日（金）

◎相可高校の村林先生と一緒に料理
　９月７日（土）「ここサロン」開催

　今回は相可高校の村林先生に簡単な料理を教えていた

だく会を計画しました。

■日時と場所　９月７日（土）　午前９時30分～午後２時�

三重県立相可高校調理実習室

■対象　障がいのある人　15人

■参加費　500円

■参加申し込み期限　８月23日（金）

※9時30分に、明和町保健福祉センター前集合です。

※今回は障がいのある人のみで参加できることとさせて

いただきます。

※手話通訳がつきます。

◇　　　　　　　　　　　　◇

※支援等内容、ここトークの申し込み等、詳しくは明和

町障がい者生活支援センター♬ここ♪（明和町保健福祉
センター内、☎52・7127、 52・7128、 sh i e n@

t own .m e iwa .m i e . j p）へお問い合わせください。

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障
がい者生活支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、
地域で安心して生活できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支
援等の業務を行っています。

専門の相談支援員が支援等を
行っています　　　　　　　

２）

■町内の治安情勢 （平成２５年５月１日～３１日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい

忍び込み

部品ねらい

車上ねらい

オートバイ盗

自転車盗

その他

合　　計

３（

２）２（

６）１５（

９）２３（

１）２（

１）１（

０）０（

－３）０（

■最大震度別地震回数 （平成２５年６月１日～３０日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

１０８ ５６ ９ ６ ０ ０ ０ ０ ０ １７９

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

７２件

１２件

２１人

０人

６０件

３０１件

５３件

７６人

１人

２４８件

－１４件

－１０件

－３人

０人

－４件

■町内の交通事故発生状況 （平成２５年６月１７日現在）

平成２５年１月
か ら の 累 計

平成２５年５月
( 概 　 　 数 )

くらし
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

る
人
、
介
護
を
う
け
て
み
え
る
人

の
経
験
や
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
し
て
頂
く

「
介
護
者
の
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
、
参
加
費

は
不
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
一
息
、
そ
ん
な
時
間
を
過

ご
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
～

■
場
所
　
明
和
の
里

■
対
象
　
家
族
介
護
に
携
わ
っ
て
み

え
る
人
、
介
護
を
う
け
て
み
え
る
人

◇
　
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
　
☎
０
９
０
・
８
３

３
８
・
８
７
７
６
　
田
西
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、

平
成
26
年
度
海
上
保
安
大
学
校
学

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

【
海
上
保
安
大
学
校
】

■
採
用
予
定
数

　
大
学
校
学
生
　
約
45
人

■
受
付
期
間
　
　

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
　
８
月

29
日
（
木
）
午
前
９
時
～
９
月

９
日
（
月
）
ま
で

　�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

ド
レ
ス
（h

ttp://w
w
w
.jin
ji-

shiken
.go.jp/juken

.htm
l)

※�

郵
送
受
付
等
　
８
月
29
日
～
９

月
６
日
（
金
）
ま
で
（
９
月
６

日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

■
受
験
資
格
等

　
詳
し
く
は
、
海
上
保
安
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

kaih
o.m
lit.g
o.jp)

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
第
四
管
区
海
上
保
安
本

部
総
務
部
人
事
課
（
☎
０
５
２
・

６
６
１
・
１
６
１
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

海
上
保
安
大
学
校
学
生
の

募
集
に
つ
い
て

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

※
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
三
重
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
・
２
３
３
・

１
１
７
０
）ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：
法
テ
ラ
ス
）
は
、
国
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
公
的
な
法
人
で
す
。

　
金
銭
問
題
、
離
婚
、
相
続
、
労

働
問
題
な
ど
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
方
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
…
…
そ
ん
な

時
、
一
人
で
悩
ま
ず
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

解
決
に
役
立
つ
法
制
度
紹
介
や
相

談
窓
口
の
情
報
を
無
料
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
人

が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き

ご
存
じ
で
す
か

　「
法
テ
ラ
ス
」

に
、
無
料
法
律
相
談
や
必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
・
司
法
書
士
費
用
の
立
て

替
え
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
８
３
７
４

■
法
テ
ラ
ス
三
重

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
７
０

　
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
15
日（
木
）
午
後

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま

で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
松
阪
市
市
民
生
活
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野
町

７
８
８
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
介
護
者
の
会
で
は
、
家

族
の
方
の
介
護
に
携
わ
っ
て
み
え

明
和
の
里
で
介
護
者
の
会

を
開
催

知っていますか？建退共制度

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設

現場労働者の福祉増進と建設業を営む中小企業の振興

を目的として設立された制度です。

　この制度は、事業主の方々が労働者の働いた日数に

応じて掛け金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その

労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共か

ら退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金

制度です。

○加入できる事業者：建設業を営む事業主

○対象となる労働者：建設業の現場で働く人

○掛金：日額310円

特徴

・国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。

・経営事項審査で加点評価の対象となります。

・掛金の一部を国が助成します。

・掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人

では必要経費として扱われ、税法上全額非課税とな

ります。

・事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算

されます。

・自社の福利厚生に便利な提携施設の割引サービスが

利用できます。

建退共制度の特例措置のお知らせ

　建退共では、地震等により災害救助法が適用された

皆様に対し、各種手続の特例措置を実施しております。

※�詳しいことは、最寄の建退共三重県支部へお問い合

わせください。☎059・224・4116
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松阪地区広域消防組合消防吏員募集
松阪地区広域消防組合では、平成26年4月1日採用予定の消防吏員（消

防士）を次のとおり募集します。

■�申込方法　次のものを消防本部総務課へ持参または郵送（簡易書留に

限る）してください。

①消防吏員採用試験申込書（消防本部所定のもの）、②受験票（消防

本部所定のもの）、③返信用封筒２通（80円切手を貼付、返信先住所・

氏名を記入のこと）

※①と②は、消防本部ホームページ（ http : / /www.mie-matsusaka119. jp/）からダウンロードできます。ま

た、8月1日(木)から消防本部総務課、管内消防署・分署でも配布します（消防本部総務課は土・日曜日を除く）。

■申込期間　8月1日（木）〜20日（火）　午前８時30分〜午後５時15分（土・日曜日を除く。郵送の場合は8月

20日(火)必着）

■職種・予定人員・受験資格・試験内容

※試験内容の詳細については、松阪地区広域消防組合消防吏員募集要項をご覧ください。そのほか、詳しくは

松阪地区広域消防組合消防本部総務課（松阪市川井町1001 ー１、☎0598 ・ 25 ・ 1411）へお問い合わせくだ
さい。

職　種
採用予定

人　　員

受験資格（年齢・学歴・資格等のすべての条件を満たすこと） 第１次試験

日　時　等

第２次試験

日　時　等年　齢 学歴・資格等

消防士 8人程度

昭和60年4月

2日〜平成8

年 4月 1日 ま

でに生まれた

方

①日本国籍があり、地方公務員法第16条(欠格

条項)に該当しない方

②学校教育法に定める高等学校以上の教育課程

を平成26年3月末までに卒業(修了)、または

卒業(修了)見込みの方、および文部科学省の

実施する高等学校卒業程度認定試験(旧名称：

大学入学資格検定試験)に合格した方

③身体要件(募集要項に記載)

【日時】平成25年

9月22日(日)

午前8時から

【場所】三重県立松阪

高等学校(松阪市垣鼻

町)

【内容】教養試験、消

防適性検査

第1次試験合格者に

対して通知します。

【内容】

論文、面接、身体検査、

体力検査

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ブ
リ
ッ
ジ
（
松

阪
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
者
）
と
東
海
ゴ
ム
工
業
（
株
）

と
の
協
働
に
よ
る
助
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
夢
・
街
・
人
づ
く
り

助
成
金
」
事
業
を
今
年
も
実
施
し

ま
す
。

こ
の
地
域
の
市
民
活
動
団
体
が

実
施
す
る
「
障
が
い
者
福
祉
」「
文

化
・
芸
術
の
振
興
」「
青
少
年
育
成
」

「
安
心
・
安
全
な
社
会
づ
く
り
」「
環

境
と
の
共
存
」
の
５
分
野
に
関
す

る
事
業
、
な
ら
び
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企

業
・
行
政
・
学
校
な
ど
２
つ
以
上

の
セ
ク
タ
ー
が
連
携
す
る
事
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
人
件
費
の
計

上
も
可
能
で
す
。

・「
夢
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
部
門
」

上
限
５
万
円
（
３
団
体
）

・「
街
・
人
づ
く
り
部
門
」
上
限

10
万
円
（
２
団
体
）

募
集
期
間
　
８
月
１
日（
木
）～
８

月
31
日
（
土
）

説
明
会
　
８
月
３
日（
土
）
七
夕

ま
つ
り
・
鈴
の
音
市
で
窓
口
を
設

置
　
松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
み
な
ど
や
詳
し
い
こ
と
は
、

松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
指

定
管
理
者:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ブ
リ

ッ
ジ
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
地
域
の
市
民
活
動
を
応
援

す
る「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
夢
・
街
・
人
づ
く
り

助
成
金
」の
募
集
開
始
！

☎
０
５
９
８
・
26
・
０
１
０
８
　

０
５
９
８
・
25
・
３
８
０
３

katsudou@
m
a.m
ctv.n

e.jp

　
夏
季
に
お
け
る
連
続
休
暇
の
取

得
は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
回
復
や
、

国
の
節
電
対
策
へ
の
寄
与
、
学
校

の
夏
休
み
期
間
中
に
お
け
る
家
族

と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
た
め
に

も
非
常
に
よ
い
機
会
で
あ
り
、
ま

た
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
お
盆
休
み
や
夏
季
休
暇
に
年
次

有
給
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ゆ

と
り
あ
る
連
続
休
暇
を
取
得
し
、

疲
労
の
回
復
・
家
族
と
の
触
れ
合

い
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
三
重
労
働
局
で
は
、
連
続
休
暇

の
取
得
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
時

間
等
の
見
直
し
に
か
か
る
相
談
や

助
言
を
行
う
た
め
、
専
門
的
な
知

識
と
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
「
働

き
方･

休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
資

料
提
供
、事
業
場
へ
の
個
別
訪
問
、

研
修
会
の
講
師
等
を
無
料
で
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課
、
働
き
方
・
休
み

方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
☎
０

５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）
ま
で
。

～
夏
に
連
続
休
暇
を
！
～

お知らせ
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

９
・
66
・
１
８
３
０
、

 http://

n
ria
.fra
.a
ffrc.g

o
.jp
/in
d
ex
.

htm
l)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

硬
式
野
球
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
９
月
１
日
・
８
日
・
15

日
・
22
日
・
29
日
、
10
月
６
日
・

20
日
・
27
日
、
11
月
３
日
・
17
日

（
各
日
曜
日
、
計
10
回
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象
者
　
町
内
の
中
学
３
年
生

男
子

■
募
集
人
数
　
先
着
15
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
８
月
12
日

（
月
）
～
19
日
（
月
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
８
時

※�

受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
参
加
費
・
保

険
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※�

日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（

総

合

体

育

館

内

☎

52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

 

　
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】

く
だ
さ
い
。

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
ダ
ン
ス
・
演
奏

会
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

申
し
込
み
は
、８
月
30
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
希
望
団
体
は
町
内
の

方
で
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
　
10
月
13
日（
日
）（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所
　
明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

出
演
者
大
募
集
‼

（
☎
52
・
７
１
３
０
　

52
・
７

１
３
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
生
ご
み
を
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
ス
テ
キ
な
堆
肥
に
す
る
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
作
り
講
習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▽
８
月
24
日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

■
場
所
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ〒
５
１
５
―
０
５
０
５
　
伊
勢
市

西
豊
浜
町
６
５
３

■
定
員
　
30
人
（
１
家
族
１
人
）

■
申
込
み
　
８
月
13
日
（
火
）
よ

り
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎

38
・
２
８
０
０
）
で
受
付
し
ま
す
。

▽
８
月
31
日
（
土
）

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
ま
で

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

大
集
会
場
　

■
定
員
　
20
人
（
１
家
族
１
人
）

■
申
込
み
　
８
月
12
日
（
月
）
よ

り
人
権
生
活
環
境
課
環
境
・
住
民

協
働
係
（
☎
52
・
７
１
１
７
）
で

受
付
し
ま
す
。

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」

　
講
習
会
参
加
者
募
集

※
両
日
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ま
た
、
当
日
は
蓋
付
き
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝

70
㎝
以
内
）
と
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
８
月
24
日
開
催
分
の
み
、
い
せ

ト
ピ
ア
の
「
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
で
は
、

研
究
所
の
仕
事
を
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
以
下
の
と
お
り

一
般
公
開
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
事
前
申
込
は
不
要

で
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
荒
天
時
は
翌

日
順
延
あ
り
）

■
場
所
　
独
立
行
政
法
人
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

南
勢
庁
舎
（
度
会
郡
南
伊
勢
町
中

津
浜
浦
４
２
２
―
１
）
駐
車
場
有

■
内
容
　
増
養
殖
研
究
所
の
研
究

の
わ
か
り
や
す
い
紹
介
・
展
示
、

講
演
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
海
藻
の

し
お
り
作
り
な
ど

※
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研

究
所
　
業
務
推
進
課
（
☎
０
５
９

増
養
殖
研
究
所
一
般
公
開

明
和
町
で
は「
原
爆
と
人
間
展
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
原
子
爆
弾
が
も

た
ら
し
た
戦
争
の
悲
劇
や
、
戦
争

が
残
し
た
悲
惨
な
つ
め
跡
を
、
写

真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
　
８
月
６
日
（
火
）
〜
15

日
（
木
）

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

１
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
中
の
中
央
公
民
館
の
開
館

日
時
に
つ
い
て
は
、
同
館
（
☎

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
総
務
課

（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
6
日
〜
15
日

中
央
公
民
館
で

「
原
爆
と
人
間
展
」

お知らせ
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
（
☎

52
・
２
５
１
９
）
ま
た
は
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
２
日

（
金
）
＝
平
成
24
年
１
月
生
ま
れ
　

②
９
月
６
日
（
金
）
＝
平
成
24
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
27
日

（
火
）
＝
平
成
23
年
１
月
生
ま
れ
　

②
９
月
24
日
（
火
）
＝
平
成
23
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
23
日

（
金
）
＝
平
成
22
年
１
月
生
ま
れ
　

②
９
月
20
日
（
金
）
＝
平
成
22
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者
　
８
月
１
日
（
木
）・

９
月
10
日
（
火
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
８
月
28
日
（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
を

始
め
る
前
ま
た
は
離
乳
食
を
は
じ

め
た
ば
か
り
の
人

■
内
容
　
離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
８
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

お知らせ
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、「
健
全
な

遊
び
の
場
」
を
提
供
す
る
児
童
厚

生
施
設
で
す
。
乳
児
・
幼
児
か
ら

小
学
生
・
中
学
生
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
特
に
平
日
の
午
前
は
、
乳

児
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
り

す
る
場
を
主
目
的
と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
時
　
月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
水
曜
は
午
後
１
時
ま

で
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
館
）

①
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
初
回
は
９
月
７
日
）

■
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生

（
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員
　
15
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
材
料

代
）

■
持
ち
物
　
は
さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ

ン
チ
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
飲
み
物

児
童
セ
ン
タ
ー
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

土
曜
教
室
の
参
加
者
募
集

※
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
は
、
粘
土
で
作

っ
た
造
花
で
す
。

②
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
教
室

■
日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
初
回
は
９
月
14
日
）

■
対
象
　
町
内
在
住
の
５
歳
以
上

の
児
童

■
定
員
　
10
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
は
、
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
使
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

ボ
ー
ル
を
相
手
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル

に
入
れ
て
、
得
点
を
競
う
球
技
で

す
。

③
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

■
日
時
　
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午

後
１
時
～
２
時
（
初
回
は
９
月
２

１
日
）

■
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
各
教
室
共
通
事
項
】

■
実
施
場
所
・
申
込
先
　
児
童
セ

ン
タ
ー
（
上
村
１
４
１
９
）

■
申
込
期
限
　
８
月
23
日
（
金
）

■
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中
に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量
で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝m g /ℓ

三
河
川
の
水
質

ＢＯＤ

5.8

6.2

7.2

19.0

48.0

6.4

7.1

7.0

6.7

祓　川（下御糸橋） 0.7

1.9

1.3

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上

採水日 （平成２５年６月１２日）

人 の う ご き

７月の人口 ６月中の
主な増減

総人口：23,306人 出　生：16人
　　男：11,237人 死　亡：24人
　　女：12,069人 転　入：66人
世帯数：8,420世帯 転出等：43人
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

■日時と内容　①８月５日（月）　午前９時 30 分〜正午＝

行政相談・心配ごと相談、②８月 19日（月）　午後 1 時

30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③９月２日（月）　午前９

時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④９月 17
日（火）　午後１時 30 分〜４時＝心配ごと相談

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお

問い合わせください。

８月と９月の行政相談・心配ごと相談

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　①８月 13 日（火）、②９月 10 日（火）　時間は、

各日とも午前 10 時〜正午・午後１時〜３時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係

　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

８月と９月の「消費生活相談」窓口の開設

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次
のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。
○今月のおはなし会

【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■内容　絵　本「ありさんと　ぞうさんの　おさんぽ」
　　　　　　　　「だいすき　ぎゅっぎゅっ」
　　　　紙芝居「くじらやま」
■日時　8月 25 日（日）午後 2時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室

【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時　8月 22 日（木）午前 11 時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室

【「てんとうむし」による読み聞かせ】
■日時　8月 10 日（土）午後 2時～
■場所　ふるさと会館１階児童室
■内容　絵　本「だめだめすいか」
　　　　紙芝居「ひこうせんで　そらのさんぽ」
○ワークショップ　「夏の天体観測」のお知らせ
■日時　8月 12 日（月）午後 6時 15 分～ 9時
■場所　ふるさと会館多目的室、ふるさと会館駐車場
■募集人数　20 人
■申し込み　7月 23 日（火）～　ふるさと会館へ
■費用　無料
■対象　どなたでも応募できますが、小学生を優先とし
ます。
■講師　宮本秀明さん（プラネタリウム）、野口和宏さん
（天体観測）
■内容　①午後 6時 15 分～ 7時 15 分：移動式プラネタ
リウムの見学
②午後 7時 30 分～ 8時 30 分：天体望遠鏡で天体観測
星座、土星、月面（三日月）を観察します。
■その他
①天候によってプラネタリウムのみとなる場合があります。
②夜の開催になります。子どもの参加については、保護
者の付添等をお願いいたします。
③この企画は今後、秋の天体観測、冬の天体観測と続け
て開催する予定です。
○「和ハーブ料理教室―みんなで摘んだ野草を“いただきます!!”」の開催
■日時　8月 24 日（土）午前 10 時～午後 1時ころ
■場所　ふるさと会館多目的室、中央公民館調理室
■申し込み　8月 9日（金）～　ふるさと会館へ
■募集　10 人　　■講師　小釣陽代さん
○ 8 月特別展「よみがえる坂本古墳群」開催のお知らせ
■期間　8月 6日（火）～ 9月 26 日（木）
■場所　ふるさと会館 2階特別展示コーナー
　町制 55周年を機に明和町坂本にある古墳群から出土し
たものを展示します。
○小学生職業体験の募集
　8月 20 日（火）～ 29 日（木）の期間（月・土・日を除く）
小学生６年生を対象に職業体験を開催します。夏休み前
に各小学校へ募集用紙を送付しますので学校で受け取り、
直接図書館へ提出してください。
○ 8 月の休館日
5 日（月）、12 日（月）、19 日（月）、26 日（月）
30 日（金／月末館内整理日））
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお問い合わせ
下さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

☆糸をつくって織ってみよう（予約制）�
　カラフルな羊毛を使って
糸をつくり、機織り機を使
わずに機織りにチャレンジ
します。
　お子さまでもカンタンに
つくることができますの
で、夏休みの宿題の候補に
してみてはいかがでしょうか。
■体験日時　8月25日（日）
　　　　　　午前10時～午後4時（1日体験）
■参加費　　500円
■定員　　　15人（先着順）
■申し込み　7月2日（火）より電話予約

☆四季展示　いつきのみやの秋�
　五節句の中でもっとも大
きな奇数が重なる節句が9
月9日の『重陽の節句』。あ
まり現代に知られていない
節句だが、平安時代にはど
のような節句だったのか、
パネルなどを使って展示し
ます。体験コーナーでは菊を折り紙で折ったり楽しめま
す。
■展示期間　　9月1日（日）～9月16日（祝・月）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）へ

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

お知らせ
広報めいわ            ８月号平成25 年

（2013年）
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今月号の主な内容

写真は上御糸小学校児童の水生生物調査（むらおこし・かみみいと主催）の様子
【詳しくは本紙4頁をご覧ください】

●まちの話題：知事と町長の1対1対談ほか…………………2P～
●まちの話題：老人クラブ連合会ミニ運動会ほか……………3P～
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………8P～
●お知らせ：各種スポーツ教室参加者募集ほか………………13P
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………16P

年

月号8
2013

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

８月１日（木）～
８月８日（木）

８月８日（木）～
８月１５日（木）

●明和ニュース：①大淀ぎおん祭と花火大会、
　　　　　　　②人権センター夕涼み会、ほか
●明 和 コ ラム：三重県知事と明和町長との１対１対談
●特　　　　集：平成２５年度 明和町老人クラブ連合会「ミニ運動会」

明和ニュース総集編（５月～８月）

８月１５日（木）～
８月２２日（木）

●明和ニュース：①展示「よみがえる坂本古墳群」、
　　　　　　　②志貴の精霊相撲、ほか
●明 和 コ ラム：シリーズまちかど博物館「クラシックカメラ博物館」
●特　　　　集：大淀ぎおん祭と花火大会

●明和ニュース：①災害時の相互応援協定の締結、
　　　　　　　②中村の安産祈祷相撲、ほか
●明 和 コ ラム：南海地震津波絵本「シロのないた海」※大紀町制作
●特　　　　集：町長定例記者会見

８月２２日（木）～
８月２９日（木）

８月２９日（木）～
９月５日（木）

●明和ニュース：①みいとフェスタ相撲大会・納涼大会、
　　　　　　　②中央公民館子どもチャレンジ教室 トールペイント、ほか
●明 和 コ ラム：斎王が振り返る第３１回斎王まつり
●特　　　　集：第３１回斎王まつり

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
7：00
8：00
9：00

10：00
11：00

0：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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2
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２
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈8月1日（木）～9月5日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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